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1国語科 担当教員：

.

-

使用教材： 教科書、ワ ーク、漢字練習ノー ト、便覧

【学習の目標と学習方法】

①漠字や文法などの知識を正しく活用しながら意欲的に意見を話したり問いたりして、お互いの意図や話題の方向を的確にとらえながら伝え合うこと。
②漢字や文法などの知識を正しく活用しながら意欲的に文章を書いて、材料を集めたり構成を者えたりしながら、内容を的確に、分かりやすくまとめること。
®漢字や文法などの知識を正しく活用しながら意欲的に文章を読んで、描写や構成などから書き手の者え方を的確にとらえ、自分の見方を広くしていくこと。

授業について 家庭学習では
＊授業は、教科書の内容を中心叶受業で習ったことを家庭で復

に進めていく。 習する時間をとる。
＊教科書、ファイル、ワーク等は ＊宿題は、 時間がかかっても必

毎回必要。ノートを使う場合もあ ず最後まで自分でやる。
り。その他の持ち物は前日に教＊日常的にその場で辞書を引く。
科係から知らせる。

＊知識事項の暗記だけでなく
＊漠字・語句の意味・文法などの

自分の意見を書くこと、発言す
、 知識事項は宿題が出ていなくて

ることを重視する。さらに、 人の
も、繰り返し復習しておく。

意見を理解し視野を広げようと ＊日ごろから新間やニュースに

する姿勢を大切にする。 触れ、それについて自分の意見
をもつことは、 国語カ

ア

ッブの基

生徒のみなさんに 礎となる。

＊板書を写したノートやブリJト、 試験前はこのように取り組もう

に、自分の意見も書くとよい。ま＊家庭学習に挙げている知織事

た、 自分とは違う人の意見も区 項は毎日学習して、知識を積み
別してメモするとよい。 重ねておく。

＊積極的に取り組む。具体的に ＊ワークを使って単元の理解度
は、発言、質問、話し合い、発表をチェックする。
を積極的におこなう。 ＊授業で学習したことを思い出し

＊わからないところは、そのまま ながら教科書の読み、ブリント
にせず質問すること やノートを見て、授業で取り組ん

＊辞書を使いこなせるようになるだ課題を確認する。
と、 学びの速度が大きく

ア

ップし＊解けなかった問題や、わから
ます。 ない問題は先生や友達に聞い

て解決しておく。

知識・ 技能 思考 ・ 判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

社会生活において必要な国語
の特質について理解し、それを中で、思いや考えを伝え合う力を

評I
適切に使うことができるようにす1高め、思考力や想像力を養い、自
る。（言葉の特徴や 使い方に関 分の思いや考えを広げたり、深ふ

言葉を通じて積極的に人と関わっ
たり、思いや考えを深めようとしな
がら、言葉のもつ価値を認識しよう

“ツ 心w.、-つ心,�,,‘ーーハヽ心，，＇としているとともに、言語感覚を豊

誓
事項（漢字の習得を含む）

ー

たりしている。具体的には「話すこ 1 かにし、言葉を適切に使 おうとして
や情報の扱い方、お よび言語文と・聞くこと」「書くこと」「読むこと」にいる。
化について 学年ごとに段階に応関することでそれぞれの力を身に
じた目標が示される。） 付ける。

社会生活における人との関わりの

・授業観察
・定期考査 動）

主 ・ 漠字練習、ワークシー トなどの ・ 定期考査
な提出物 ． ・ノー ト 、ワ ークシー ト

は|．．昇温霊雰卜

：澁土、感想文、意見文、短

資 歌、俳句等の創作）
料 ・単元小テスト など

・授業観察（発言内容、話合い活 ・授業観察
・作文やスピーチ原稿などの下書
き、推敲、仕上げ課程など
・ ノー ト、ワークシー トなどの取り組
み経過
・ 各単元（授業）ごとの振り返りシー

トなど
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社会科担当教員：

【学習の目標と学習方法】
・我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国際関係等に関して理解するとともに，調査や諸資料から様尺な情報を効果的に調べ、まとめる技能を身に付ける。
・社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に者察したり，社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力，思者・判断したことを説明したり，そ
れらを基に議論したりする力を身に付ける。
・社会的事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な者察や深い理解を通して涵養される我が国の国土や歴
史に対する愛情．国民主権を担う公民として．自国を愛し．その平和と繁栄を図ることや．他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

．使用教材：教科書·地図帳・資料集・ワ ーク
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知識・技能 思考・判断·表現 主体的に学

習

に取り組む態度

我が国の国土と歴史，現 社会的事象の意味や意 社会的事象について．国
代の政治経済国際関 義特色や相互の関連を 家及び社会の担い手とし

評 係等に関して理解してい 多面的・多角的に考察し て，よりよい社会の実現を

価 るとともに調査や諸資料 たり．社会に見られる課 視野に課題を主体的に解

観 から様々な情報を効果的 題の解決に向けて選択・ 決しようとしている

点 に調べまとめている。 判断したり，思考・判断し
たことを説明したり．それ
らを基に議論したりしてい
る。

・定期考査 ・定期考査 ・定期考査
・小テスト ・小テスト ・小テスト

・休み明けテスト ・休み明けテスト ・休み明けテスト

坂

・リアクションペーパー ・リアクションペーパー
評 ・リアクションペーパー

・ファイル点検
価 ・授業中の発言

・授業態度（出席）
料 ・定期

考
査 ・定期考査 ・定期考査

岩 ・小テスト ・
ビ
デオノート •ノート

井 ・レポート（歴史新聞・新宿調 ・授業観察
べ）

ヽ
rekisi 

4月 5 6 
く歴史＞

第1章歴史へのとびら
第2章古代 までの日本(25h)

7 

く地理＞
第1章世

界の姿(6
h) 

8 9 10 
く地理＞ ＜歴史＞

第2部 世界の様々な第3章
夏休み l地域(6h) 中世の日本

第1章人々 の生活と環(16h)
境(10h)

11 12 1 2 
く地理＞ 冬 く地理＞

第2章世界の諸地域 —第2章世界の諸地域
アジア州、ヨーロッパ州、ア休北アメリカ州

、
南アメリカ

フリカ州 州 、 オセアニア州(16h)
(17h) み

缶

＞

近世の日本
(9h) 

計105h

4月 5 6 
く歴史＞第4章近世の日本
く地理＞第3部日本のさまざまな地域①

第4部地域の在り方

7
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夏休み

，

 

10 11 12 
く地理＞

第3部日本のさまざまな地域②

1' 2 3
く歴史＞

第5章開国と 近代国家の歩み①

計105h

4月
く歴史＞
第6章

近代の日本と
世界
(12h) 

5 6 7 

く歴史＞
第7章 く歴史＞
二度の世界大戦と 第8章
日本 現代の日本と世界
(17h) 

(11h) 

8 9 10 11 
く公民＞ ＜公民＞
第1章 第3章

夏休み1露2章
現代社会と私たち(13)

現代の民主政治と社会
個人の尊重と日本国憲法(16) （23h) 

12 1 2 

iこ亨禁醤；
(24h)~1月まで み指して

(14h) 

と

3年間の

総ま
と

め
(10h) 

計140h



数学科 担当教員： I 使用教材：教科書、問題集

【学習の目標と学習方法】
・数置や函形などについての 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得する。
・学習した知識及び技能を活用して問題を解決するために必要な数学的な思者力、判断力、表現力等を育む。
・数学のよさを知り、数学を主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を評価・改善しようとする態度を養う。

授業について 家庭学習では

丑応雷麟翌心 E`麟芯雪翌
＊授業は、教科書の内容を中心に進め ＊学校で習ったらすぐに同じ単元の問

さい。問題集、コンパス、分度器などは しょう。
必要な時に教科係から連絡されます。 ＊宿題は、必ずやりましょう。

＊習熟度別少人数制の授業形態で行い
ます。 試験前はこのように取り組もう

芦鍔醤醤論t芍。る
の卜

ggg戸は毎日少しずつでも行い

生徒のみなさんに
＊板書をノートにしっかり写しましょう。

板書以外にも気付いたことをノートに
書くとよいでしょう。

＊発言・質問、友達との学びあいを積極
的に行いましょう。

＊分からないところは、そのままにせず
質問しましょうr

゜ I 1 
4月 5 6 

第0章
年 算数から数学へ (3h)

第1章
正負の数 (28h)

4月 5 6 
2 

I第1章年 第2章

＊一度解いた問題を，もう一度解いて
みましょう。

＊教科書の問い、まとめの問題、章の
問題はもちろん、問題集も活用し、繰
り返し学習を行いましょう；

＊数学の用語などは、ノートにまとめて
おきましょう。

＊解けなかった問題や、わからない問
題は先生や友達に聞いて解決してお
きましょう。

7 8 ， 

第2章 第 夏休み 第3章
文字と式 3 方程式
(18h) l章 (14h) 

7 8 ， 

第3章 第3章

評
価
観
点

評
価
資
料

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数量や図形などについて 数学を活用して事象を論 数学的活動の楽しさや数
の基礎的な概念や原理・ 理的に考察する力、数量 学のよさを実感して粘り強
法則などを理解するととも や図形などの性質を見い く考え、数学を生活や学
に、事象を数学化したり、 だし統合的•発展的に考 習に生かそうとしたり、問
数学的に解釈したり、数 察する力、数学的な表現 題解決の過程を振り返っ
学的に表現・処理したりす を用いて事象を簡潔・明 て評価・改善しようしてい
る技能を身に付けてい 瞭・的確に表現する力を る。
る。 身に付けている。

・定期考査 ・定期考査 ・定期考査
・小テスト ・小テスト ・小テスト
・提出物（途中式など） ・レポート ·―授業観察

・提出物（途中式など） （取り組み状況、 グループ活動
への参加の様子、発表など）
・提出物
（宿題、問題集、レポート、学習
プリント、タブレット課題など）

10 . 1 1 12 1 2 3 

冬 第7章
第4章 第5章 第 休 第6章 資料の散らばり 総復習
比例と反比例 平面図形 6 み 空間図形 と代表値 (13h) 
(22h) (17h) 章 (18h) (10h) I計140h

10 1 1 12 1 2 3 
第5章· 冬 第7章

第4章 三角形と四角形 第 第6鵡 データの 総復習夏休み 休式の計算 (15h) 連立方程ヨ 1 次関数 1 次関数 (19h) 平行と合同 (21h) 5 確率 比較 (9h) み
(12h) (19h) (15h) 章 (9h) (5h) I計105h

．、

4月 5 6 7 8 ， 10 ,, 11 12 1 2 3 
3 

1第1章 第 冬年 第2章 第3章 第4章 第5章 第6章 第7章 第7章 第8章 3年間の総まとめ
多項式 (19h) 平方根 二次方程式 夏休み 3 関数y=ax‘ 相似な図形 円(10h) 三平方

休
三平方 標本調査 (21 h) 

(16h) (15h) 章
(17h) (23h) (13h) み (13h) (6h) l計140h



今

理科 担当教員：

【学習の目標と学習方法】

使用教材： 教科書、プリント、ファイル、理科ノート(2•3年）

・自然の事物 ・ 現象についての理解を深め、 科学的に探究するために必要な観察、 実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
・観察、 実験などを行い、 科学的に探究する力を養う。

・自然の事物・現象に進んで関わり、 科学的に探究しようとする態度を養う。

授業について•生徒のみなさんに
＊授業開始前には、持物をそろえ、
集中できるよう心の準備をしましょ
う。
＊授業は教科書を中心に進めま
す。
＊実験や観察を通して、自然の法
則性などを見出していきます。
＊自ら考えて答えを導き出す過程
を大切にしましょう。
＊意見を出し合うことで、ともに理解
を深めることができます。考えや疑
問を積極的に発信しましょう。
＊疑問に思った箇所は、その日のう

ちに質問などして解決しましょう。
（休憩時間や放課後の質問、大歓
迎です。）

14月．． 5 

家庭学習について
＊宿題は必ずやりましょう。
＊その日の授業で使用したノート、プリ

ントの見返しをしましょう。わからなかっ
た点を解決し、さらに知りたいことなど
を調べてみましょう。見返してもわから
ない内容は、先生に質

タ
問

ブ
してください。

＊教科害やプリント、 レットなどを
活用し、授業で学習した箇所の問題を
解いて、復習をしましょう。

・試験前はこのように取り組もう
＊実験や観察で、どのような手順で実
験を行い、結果から、どのような考察を
したのかをまとめましょう。
＊教科書やノートを使って、重要語句
や法則を復習しましょう。
*1度やった問題も試験前にもう一度
解いてみましょう。特に、1回目に間違
えた箇所は必ず見直しをしましょう。

6 7 8 
.. 

知識・技能

自然の事物・現象についての基
本的な概念や原理・法則などを

評
理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実

価 験などに関する基本操作や記録
観 などの基本的な技能を身に付け
点 ている。

・定期考査
・ワークシート、レポート等の記
載内容

評 •実験の基本的な操作の習得
価 •実験結果、観察の記録
資 など

料

， 10 11 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然の事物・現象から問題を見 自然の事物・現象に進んで関わり、
いだし、見通しをもって観察、実 見通しをもったり振り返ったりするん
験などを行い、得られた結果を ど、科学的に探究しようとしている。
分析して解釈し、表現するなど、
科学的に探究している。

・定期考査 ` • ・授業での様子
・ワークシート、レポート等の記 •実験や観察における活動状況
載内容 ・ノートやワークシート等の記載内容
•実験、観察における考察 ・課題の取り組み内容

など ・自己評価や相互評価
など

12 1 2 3 

時間

時間

時間



英語科 担当教員：

【学習の目標と学習方法】

・英語の基礎的基本的な知識を身につけ、実際に運用できる力を養う。
・英語を学ぶことを通して、その背景にある文化について知り、自国の文化も含めた国際理解を深めていこうとする態度を養う。
・自分の思い、意見を適切に伝え、相手の思い、意見をくみ取り、自身を高めていこうとする力を養う。

使用教材：教科書、ワ ーク、ノート、プリント、タブレットなど

1．授業について
-- --

1 ． 家庭学習について
＊授業は基本的に英語で進んでいきます。※宿題は必立やりましょう。
まずは集中して授業に取り組みましょうn ＊授業で習ったことはすぐに復習をしましょう。

＊授業は教科書の内容を理解し、学んだこ （教科書の音読、文法演習、単語練習等）

とを使って表現活動を行います。応用的 ＊提出物は締切を守りましょう。

な内容を行うこともあります。
<One Point!> 

＊授業に必要な物は必ず忘れないように
＊授業だけでなくドラマ、映画、音楽、動画、本な

しましょう。
ど、家庭でも英語に触れる時間をもつと、 さら
に英語力がUPします。

2．生徒のみなさんへ ＊卒業までに英語検定3級以上が取得できるよ
＊「聞く、読心話す、書く」といった活動 う 、 頑張りましょう。年に3回、 英語検定が実

一つ一つの積み重ねが英語力となりま 施されます。2·3年生は英検チャレンジもあ
す。 ります。

＊一番大事なことは「積極姓」です。「声 2試験前の取り組み
を出すこと」、「英語を書くこと」など全ての ＊教科書の範囲を音続しましょう。
活動に積極的に取り組みましょ う。 （何度も繰り返し読むことで、読み方などの知

＊わからないところはそのままにせず、どん 識を増やすだけでなく、その内容の理解にも

どん質問するようにしましょう。
つながります。）

＊ノートやブリントなどを見直しましょう。
＊英語学習とともに、様々な国の文化につ （授業中に書いたことや、単語の意味を確認
いても関心をもち自身の視野を広げてい しましょう。）
きましょう。 ＊ブリントやワークを何回も取り組みましょう。

＊忘れ物をした場合は、授業開始前に必ず 特に、授業や家庭学習の時に難しかったと
先生に伝えましょうn ころや、間違えたところを重点的に取り組み

． ましょう。

知識・技能 思考カ・判断カ・表現力I 主体的に学習に取り組む態度

言
、
た
き

．
し
し
で

法
解
話
が

、
と

り

文
理

紐
塁読り、

た

彙
法

語
用
り

声
碩

澁
゜

．

葉
聞
凡
る

音

評
価
観
点

・目的や場面、状況等を設
定した言語運用課題を通し
て、日常的・社会的な話題
や内容について、聞いたり、
読んだり、話したり、書いた
りすることができる。

・目的や場面、状況等を設
定した言語運用課題を通し
て、日常的・社会的な話題
や内容について、聞いたり、
読んだり、話したり、書いた
りしようとしている。
・授業など、英語に関わるこ
とに積極的に取り組もうとし
ている。

・定期テスト
・単元確認テスト
・小テスト
・リスニングテスト

評•ALTとの会話テスト
価・スビーチ発表
資・プレゼン発表

料•音読チェックテスト
•音読音声ファイル

・定期テスト
・単元確認テスト
・小テスト
・リスニングテスト
·ALTとの会話テスト
・スピーチ発表
・ブレゼン発表

・授業観察
・提出物
·A口との会話テスト
•音読チェックテスト
•音読音声ファイル

4月 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 
, • 

I 1年
UnitO Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 Unit 5 Unit 6 Unit 7 Unit 8 Unit 9 Let's 点9' 『` ` UnitlO Unit 11 Let's 
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2年 1 Read1 Read 2 Read3 

2h l12h l15h l20h l7h l15h I箋亨又'l13h l22h l7h I 120h 17h ____ J計140h
＾�

4月 5 6 7 8 ，
9 �', 

10 11 12 1 2 3 
Unit 0 Unit 1 Unit2 Unit 3 Stage 

9恥＼3�〗澤
T

{

百

刈;�ご;
Let's Unit 4 ～ヽ . Unit 5 Stage Unit 6 

［ 
Stage Let's Let's 

3年 1 Acuvity1 Readl Activity2 Activity3 Read2 Read3 

3h 14h 20h 161i 4h 7h 17h 16h 5h 15h 6h 9h 7h I計140h



音楽科 担当教員：

【学習の目標と学習方法】

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、 音楽的な見方・者え方を働かせ、 生活や社会の中の音や音楽、 音楽文化と豊かに関わる
資質・能力を育成する

使用教材：教科書、 音楽のハ ーモニ ー (1,2,3年）
合唱曲集 (1,2,3年コーラスフェスティバル）

授業について 〈家庭学習について〉 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に字習に取り組
＊授業は教科書、ワ ーク、合唱曲集を使用し ＊普段の生活の中で、好きなジャン む態度
て進めていきます。 ルにこだわらず、いろいろなジャン 曲想と音楽の構造や 音楽表現を創意工夫 音楽活動の楽しさを体験＊音楽の技能については個別に指導してい ルの音楽を聴いたり歌ったりしま 背景をなどとの関わり することや、音楽の良 することを通して、音楽をきますので、経験がある、ないは関係ない
ので安心してください。 しょう。知っているジャンルや曲を 評 及び音楽の多様性に さや美しさを味わって 愛好する心情を育むとと
＊年に数回実技テスト、調ぺ学習がありま 授業で学習することで、興味関心も 価 ついて理解するととも 聴くことができるように もに、音楽に対する感性
す。 生まれ、音楽的教養が広がってい 観 に、創意工夫を生かし する を豊かにし、音楽に親しん
＊区の共用楽器の順番、インフルエンザや きます。 た音楽表現をするため でいく態度を養い、豊かな
感染症の関係ヱ器産生歎唱登がヱま主に 〈試験前はこのように取り組もう〉 点 に必要な技能を身に付 情操を培う
投墓臼室が前送丈ることがありま丈， ＊教科書の内容、ワークシート（プリント）を けるようにする。生徒の皆さんに 中心に出題します。一週間前には対策プリ
＊忘れ物があると、授業に参加しづ ントも出しますのでしっかりと学習しましょ ・授業観察 ・授業観察（取り組み ・授業観察（発言内容•取らい内容もあるので、忘れ物がない う。また、ノート提出もありますので配布さ
ようにしましょう。週に一度の授業 れたプリントはしつかりと貼っておくと学習し 評

・実技テスト 状況など） り組み状況•発表様子な

なので宿題、提出物、授業態度や やすいです。 ・定期考査 ・ワ ークシ ート ど）
＊実技テストも事前にお伝えします。プレテ 価 ・振り返りシ ー ト ・授業観察 ・提出物積極性が大切です。 ストや助言がもらえる授業もありますので、 資 ・ワーク ・ワ ーク ・ノート提出

＊苦手なものを敬遠してしまうので クラスで皆が積極的に参加できる雰囲気に 料
はなく、「まずやってみよう」という積 なるとよいと思います。
極的な気持ちで授業に臨んでくださ

↓ 4月 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 
＇ 1 ガイダンス 合唱 音鑑

楽

賞
記
「日

号
本

の

の書民き謡方」
器楽（等）の基礎l荒リコ

城
ー
の

タ
月ー」

年 ボイスチェック 指揮法 合唱（合唱コンクール曲） 鑑賞「六段の調」、J
鑑賞 「春」 合唱コンクール曲決め 音楽記号の書き方、読み方 期末考査 学年末考査

校歌 11 期末考査 3 魔王 12 （リコ ーダ ー） ， 式歌 10 計45h

2
年

4月 5
ボイスチェック
校歌、翼をください
サンタルチア

(7h) 6 

6 7 8 - 9 10 
joyfuljoyful

― 

器；渭作
鑑賞教室事前学習 合唱（合唱コンクール曲）

合唱コンクール曲決め拍子記号
期末考査 6 I 7

11 12 
厩
鑑賞「フ

末考査
ズムドリル 6

1 2 3 

リズムドリル
鑑賞「日本歌曲」「歌舞伎」「文楽」

学年末考査
式歌 10 I計35h

i 1尋辛:.|i攣t謁塁；
※区の共用

‘く器の順番により 内谷力湘後したり、

1 1 1 2 1 2 3 

楽典のまとめ 器楽（ギタ ー、ドラム）
鑑賞「日本の伝統音楽西洋音楽史、ポピュラ ー 音楽の歴史

期末考査 学年末考査
7 式歌 7 I計35h

ので'-了承くナ：： い°



24 

｀員：

【学習の目標と学習方法】

I使用教材：教科書、資料集、ワ ー クシー ト

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して ， 造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質·能力を育成することを
目指します。
(1)知識·技能(2)思考・判断カ・表現（3)学＿びに向かうカ・人間性等

↓’
’’’

＼ゞ

・授業について ・家庭学習について

＊自分の制作状況を把握し．作品制作 ＊普段から，身の回りのあらゆるものに
を計画的に取り組む。 目を向け． 「美しい」と感じるものを増
＊お互いの作品について，良いところ していきましょう。例えばスケッチを
や問題点を話し合い．自分の作品に生 したり．写真を撮ったり．メモをするな
かす。 ど。
＊作品は最後まで作り上げ，自分の作
品も人の作品も大切にする。

・試験前はこのように取り組も

•生徒の皆さんに う

＊授業数が少ないので，毎時間の授業 ＊制作の手順や注意点を思い出し、重
を無駄にしないで大切にしましょう。 要なポイントや言葉を復習する
説明をよく聞き，理解し，集中力を持続 ＊ワー クシー トをよく読み，単元のポイ
させ，計画的に制作しましょう。 ントなど全体を把握する。
＊宿題や提出期限は必ず守りましょ
う。忘れ物をしないようにしましょ
つ。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り
組む態度

・自然の造形や美術作品
などの造形的な美しさ．表

・対象
な視

や事
点

象を捉える造 現の意図と工夫，機能性と
・美術の創造活動の喜び形的 について理解 美しさと調和，美術の働き を味わい，自ら表現及び鑑，評価観点 している。 などについて考え，主題を

・意図に応じて表現方法 生み出し豊かに発想し，構 賞など幅広い学習に取り
を工夫して表している。 想を練り，美術や美術文化

組もうとしている。

に対する見方や感じ方を
深めたりしている。

0提出物など： 0提出物など： 0提出物など：
作品，アイディアスケッチ， 作品．アイディアスケッチ， 作品，アイディアスケッチ，
ワークシート ワークシート．鑑賞ノ ート ワ ークシート．鑑賞ノ ート

評価資料 0定期テスト

年間予定

碩

1年 ，中学の「美術」とは／1. 基磁：絵Iii技法／色彩／7.
レタリング／7

5
 

r-＂
 
t

 ••

 
9

1
ポえクヨ雌10̀ 、,•そ：．．．，·

- - `'． e* ． J I 

鑑賞：デザイン／2 ポスター制作／10
塑造／コラージュポックス／10

ー2 3位内震毎 ．、

15 45 
} ＼• - ～＇ぶ'9 9 

ヽ :-10. , ·· .. .: 、n...' . ..:． •,12•

2年 1生活を彩る文様 蒔絵／3 鑑賞：美術史／5遠近法／2
デッサン：手／3 鑑賞：彫刻／2 塑造：自分の 手／10 筆刻／2 計3 5h 

35 
P

月
4

4
 

3年
鑑賞：仏像

．
の美／5 伝統色、 伝統模様／9 鑑賞：美術(art)ってなんだろう／2

パラパラ漫回／4 I計3 5h 

13 14 8
 

35 



保健体育科担当教員： 使用教材：教科書（新しい保健体育）、副教材（中学体育実技・中学保健学習ノ ー ト）

【学習の目標と学習方法】
・各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康•安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。

・運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

•生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明る＜豊かな生活を営む態度を養う。

授業について 家庭学習について
・ファイル、筆記用具が必要な場合は、事前に係から連 ＊定期的にストレッチ、補強運動、縄跳び等、家庭てトレー

絡します。保健の教科書、保健学習ノート、ファイル、中 ニングを行いましょう。
学体育実技はいつても使用てきるよう、教室のロッカ ー ＊メディア等を活用し、様々なスボー ツに興味•関心をも
に入れておいてください。 ち、ル ールや運動の方法などを調べてみましょう。
＊校庭て授業の際は運動靴を用意してください。
・単元によって、グルー プ学習 ・習熟度別学習等の授業誤；験前

・
はこのように玲しり組もう

形態ておこないます。 ＊授業て学んだことを教科書、副読本等て確認しましょ
嘩備や片づけは、学年全員て協力して行います。 う。

生徒のみなさんへ ＊保健学習ノ ートや学習カ ードて復習をしましょう。

•ルールやマナーを理解し、 安全に留意しましょう。 ＊疑問に思うことは早めに先生に確認をし、解決しましょ

•仲間と教え合い、学び合い、認め合いながら積極的にう。

授業に取り組みましょう。 ＊試験前だけて
・
なく、毎回の授業を真剣に取り組みましょ

•苦手なことからも逃げずに、粘リ強く挑戦し、努力しま う。

しょう。

3

年
知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に取り組
む態度

分野 ・ した のの名や行い 方、 の 分野 涯にわたって 運をかに 分野］運動の楽し
ー
さや喜びを

め 方、運動観察の方法、スポーツを行う際の健康•安全の確践するための自己や仲間の課題を発見し、 合 味わうことがてきるよう、公正、協
保の仕方についての具体的な方法及び文化としてのスポー 理的な解決に向けて 、 課題に応じた運動の取 力、責任、参画、共生などに対する

ツの意義についての考え 方を理解しているとともに、選択したリ緒み方や目的に応じた運動の組み合わせ方 意欲をもち、健康•安全を確保して、
評 領域の運動の特性に応じた基本的な技能を身に付けてい を工夫しているとともに、自己や仲間の考えた 学習に自主的に取り組もうとしてい

価 る． ことを他者に伝えている． る．

観
1【保鍵分野］健康な生活と疾病の予防、心 身の機能の発違 【保 健分野］健康な生活と疾病の予防、 心身 【保撻分野］鑓原な生活と疾病の
と 心の健康、傷害の防止、鑓康と環境について、 個人生活をの機能の発違と心の健庫、 傷害の防止、健康 予防、心 身の機能の発違と心の健

点 中心として科学的に 理解しているとともに基本的な技能をと環境について、個人生活における 健成に閲 殿、傷害の防止、健康と環境につい
身に付けている． する 課題を発見し、その解決を目指して科学 て 、自他の健康の保持増進や回復

的に思考し判断しているとともに、それらを他 についての学習に自主的に取リ組
者に伝えている． もうとしている．

卜
査
ス

観
考
テ

翌
悶
皿

．
．
．

 
．

 

主
な
評
価
資
料

・記錢測定
・学習カ ー ド

観察 •発表
・定期考査 ・表現活動
・学習カ ー ド ・論述やレボート
・グル ープての話し合い活動

・授業観
・定期考査
・提出物
・ 参加状況（出欠・忘れ物）
・学習カ ー ドやレボート等の記
述

し

学期 1学期

4月 5月

可

6月 7月

qi IOI I I I 12l 13 

89月

1 6| n| |8 

陸上競技 12 体つくり運動

（短距趙走／リレー6・走り幅跳び6) 1�（体
卜？

テス 水泳 12
（クロール・平泳ぎ）

運動会練習31 保健 5

陸上競技 12 体つくり運動

（ハー ドル走6・走リ高跳び6) |4（体
¢

テス 水泳 10
（背泳ぎ）

保健 5

2学期 3学期

10月 11月 .12月 1月 2月 3月 総計

21 22 23 24 25 26 27 28 2q 30 31 32 33 34 35 : 
14 琢孜5 実技 1 体育理論 I 保健

（バレー ポ ール7·
器械運動 8 柔道 6・バドミントン 6 （サッカ ー 4·

ティー ポール7) （マット運動） バスケ 4) 86 I 3 16 
保健 5 保健3 ダンス 4 保健3

（9パ●-レ球ー
技
ポー

12ル 6· 阻上1.l技 器械運動

I 

球技 IU 実技 1 体育理論 I 保餞

5 10 （バスケ 5· 柔道 8 ・ ダンス8
ティー ポ ール 6) サッカー 5)

（跳び箱運動 5· 86 3 16 
保健 5 （長距“走） 平均台運動 5)

球技選択 10 段上U技5
柔道

・
l ゴール型球技選択 121 ネット型 球技選択 IOI 実技 l 体育理論 l 保健

界械運動邁訳 8
（パレーポール・ティーポール） （長距雌走）

（マット運動・ ダンス
平均台運動） 選択7 86 3 16 

保健 6

体つく＇）運動
4（体T | 水泳 12

（バタフライ・個人メドレー ）
運動会練習4 I 保健4



［技術科 担当教員：

【学習の目標と学習方法】
技術の見方 ・ 者え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して、技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質 ・ 能力
を身につける。あわせ災害に対廊する技術を身に善けるように授業の内容を発展させて行く。

u:m吹”•9入竹富大日叙'M'ッr／
一r

・授業について ・家学習について
※実技を伴う教科「技術」では、作※授業で学習し た知謀や技術 を家庭

品を完成させることが最終目標で 生活でも生かしてください。
はありません。それまでの過程も※様々な技術が、普段の 生活でどの
大切にし、作業一つ一つの意義も ように使われている のか、意謙し
含めて学習します。 て生活してください。

※授業観察においては、 みなさんの
変容を見ます。今まで出来なかっ ・試験前はこのように取り組もう
たことが、授業での経験を通じて※試験の要点は、全て授業中に説明
出来る ようにな っ た など、違成感 を します。璽要なポイントはブリ
を味わえる 授業を目指します。 ． ントなどに記録し、 試験前に復習

※手先が器用かどうかが重要ではあ しておきましょう。・

りません。提出期限までを見据え※ただ覚えるだけではな く 、その意
限られた時間の 中で課題鰈決を図 義や仕組みなども含めて理解する
ることが大切です。 ようにしましょう。·

※疑問点等は、 できるだけ早く解決
•生徒のみなさんに しておきましょう。

※聞く時間、 書く時間、作業の時1111
のメリハリを付け「今は何を する
ペきな のかを意紐しながら授業に
参加しましょう。

※毎時間、目的意紐を持って、時間
を意紐しながら進めましょう。

知謙・技能 思考·判断・表現 主体的 に学習に取り組む態度

生活や社会で利用されている技術に 生活や社会の中から技術に係わる よりよい生活の実現や持続可能な社
ついて理解しているとともに、それら 問題を見いだして課題を設定し、解 会の構築に向けて、課題の解決に主
に係る技能を身に付け、技術と生活 決策を構想し、実践を評価·改善し、 体的に取り組んだり、振り返って改善

！ 
や社会、環境との関わりについて理 表現するなどして課題を解決するカ したりして、技術を工夫し創造しようと
解している。 を身につけているa災害に対応する している。災害の際に対応できる技

技術の応用を考える力を持ってい 術や技能を考察することが出来る。

点 る。

0授業観察 0授業観察 0授業観察
0提出物の内容 0提出物の内容 0提出物の内容
0授業の振り返り 0授業の振り返り 0授業の振り返り

主0製作品 0製作品 0製作品
な0定期考査 0定期考査 0定期考査
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練習製作品の製作 製作品の製作

タブレット
表振

は� I Itがき 1 切断 I 

材料加工の評価 |まとめた もののI 35 H 
年 !lダ け 材料取 部品 ＾面り 部品加工 接合組み立て塗装 製作した作品の まとめ 発表ン が り 加工1黄口加返

ス バスワード き切断 工り

4月 5 6 7 8 ， ＃ ＃ ＃ 2 3 

年

2

1 生物育成·栽培作業トウガラシ栽培

生 製作品の製作

評
物

エネルギ
ー変換（太陽電池）を利用 したラジオ製作ラジオ放送のAMとFMシグナル での01デジタル表現モールス1 エ製
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作
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作
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を
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応
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用 |まとめた もの のI 35 H 

価
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4月 5 6 7 

年
1実子

3 霞 製作品の製作 製作品の製作

三

国に向

8 ，

 

＃ ＃ ＃
 

2

 

3

店
コンピュータの原理 、 ブログラムによる制御の 実例 EXCEL WORD PowcrPoint操作実技 情報技術

の未来
18 H 



使用教材：教科祖、家庭分野ワークノート(1 · 2 • 3 年生）l家庭科 担当教員：

l【学習の目標と学習方法】
・衣食住に関する実践的・体験的な学習活動を通して生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得するとともに、家庭の機能について理
解を深め、これからの生活を展望して、課題を持って生活をよりよくしようとする能力と態度を育てる。

授業について•生徒の皆さんに家庭学習について

＊授業は、教室と被服室、調理 ＊家庭の仕事を家族の一員とし
室で行います。実習が多い教科て積極的に行いましょう。
なので指示された持ち物は、忘 ＊食事や弁当づくりなど、自分
れないようにしましょう。 の力で準備出来るようにしま
＊授業は教科書やノ ー トに記入しょう。
したり、覚えなくてはならない （食べることは、生きていく基
ことは授業中に覚えてしまうよ本です）
うに授業に集中しましょう。
＊教科書、ノ ー トはロッカ ーに1試験前はこのように取り組もう
保管して、テスト前に持ち帰り
学習しましょう。
＊調理実習や作業は、指示を良
く聞き安全に怪我なく楽しい実
習・作業をしましょう。

可 I 1 
,4月 5 

＊授業で行ったこと、説明した
ことを中心に出題します。普段
の授業から、大切なことは
チェックして、試検前にそれを
覚えるようにしましょう。

6 7 8 
1食事の役割年 栄養素の働き 食品の選択と購入、 食品の

知識・技能 思者・判断・表現
家族・家庭の基本的な しれからの生活を展望
機能についてりかいを し、家族・家庭や地域
深め、生活の自立に必 における生活の中から

i 
要な家族・家庭・衣食 問題を見だして課題を
住、消費や環境などに 設定し解決策を構想
ついて理解していると し、実践を評価・改善
共にそれらにかかわる し、者察したことを理
技能を身に付けている 論的に表現するなどし

て課題を解決する力を
身に付けている。

i 
・作品製作 ・作品製作・提出物
•ノ ー ト •ノ ー ト

・定期考奎 ・定期者査
・実技テスト

， 1 0 1 1 1 2 1 

調理の基礎を知ろう
生活に生か 1日分の献立せる作品作

主体的に学習に取り組む態度

家族や地域の人閃と協働
し、より良い生活の実現
に向けて、課題の解決に
主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりし
て、生活を工夫し創造
し、実践しようとしてい
る。

・作品製作・提出物
•ノ ー ト

・定期者査
・実技テスト

2 3 

地域の食文化食生活の課題 6つの食品群(5) 衛生概量と(4) 値段(4)
日常食の調理(6) り被服製作 を者えよっ

(6) (2) 食品の安全(8) l計35時間

4月 5 6 7 8 ， 1 0 1 1 1 2 1 2 3 
2 1衣服の 目的に合った着装 衣服の伝統文化 衣服の手入れ ミシン指遵、布を使っ
年 カラーコ ーディネー 和服（浴衣）の着装 （繊維につい て作ってみよう 住まいの働き 消費生活働き ハーフパンツの製作 を知ろう(4) (6) 1 計35時問(2) トの実践(2) (6) て） （2) (1 3) 

4月 5 6 7 8 ， 1 0 1 1 1 2 1 2 3 
晶 1地域の 家族・家庭や地域 幼児が喜ぶおもちゃ作り 幼児の心身の発達と 幼児の食事 伝統的

災
な玩具を製作・体験(2)安全 とのかかわり （布のおもちゃ） 特徴( 5) 幼児のおやつ 害時の助け合い(3) I計35時問(1) (2) 手軽ぬいぐるみ製作(6) 作り(2)
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